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減災対策減災対策

■
令
和
５
年
の
大
雨
（
７
月
10
日
）
は
、
豊

後
高
田
市
の
観
測
史
上
第
１
位

令和5年7月10日9時30分までの
前1時間解析雨量

　天気予報や桜の開花などの情報を提供してくれてい
る「気象台」。そんな気象台は、減災のために欠かす
ことのできない大雨や台風、地震などの防災気象情報
を発信しています。
　梅雨時期は、大雨による洪水や土砂災害などが１年
の中で最も多発する時期です。そんな梅雨時期に備え、
大雨が発生するメカニズムや大雨に備えた注意点など
について、「気象庁大分地方気象台」の土砂災害気象
官の中村政文さんと防災指導係の中内彩那さんにお伺
いしました。

　
７
月
７
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、
大
陸
か
ら
対

馬
海
峡
付
近
に
停
滞
す
る
梅
雨
前
線
に
向
か
っ
て

太
平
洋
高
気
圧
の
縁
を
回
る
、
暖
か
く
湿
っ
た
空

気
の
流
れ
込
み
が
続
き
ま
し
た
。

　
こ
の
影
響
で
、
九
州
北
部
地
方
で
は
前
線
の
活

動
が
活
発
と
な
り
、
広
い
範
囲
で
大
雨
と
な
り
ま

し
た
。
特
に
10
日
未
明
か
ら
昼
前
に
か
け
て
、
大

分
県
北
部
・
西
部
に
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、
県

内
で
は
日
田
市
と
中
津
市
に
大
雨
特
別
警
報
を
発

表
す
る
な
ど
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
10
日
の
朝
に
は
、
ア
メ
ダ
ス
豊
後
高
田
で

観
測
史
上
１
位
と
な
る
１
時
間
に
６
１
・
５
ミ
リ

の
降
水
量
を
観
測
し
ま
し
た
。

令和5年7月の大雨での被害
（出典：国土交通省九州地方整備局）
令和5年7月の大雨での被害
（出典：国土交通省九州地方整備局）

気象のプロフェッショナル「大分地方気象台」の職員さんに聞きました！気象のプロフェッショナル「大分地方気象台」の職員さんに聞きました！

令和２年7月豪雨での被害（出典：日田市）令和２年7月豪雨での被害（出典：日田市）

凡例（ミリ） 0.4- 1- 5- 10- 20- 30- 40- 50- 80-

豪雨災害に備える豪雨災害に備える

今年誕生20周年を迎える気象庁のマス
コットキャラクター「はれるん」を持
つ、中内さん（左）と中村さん（右）
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梅雨時期の大雨となる要因

減災対策　豪雨災害に備える

④上空の風で移動
　　一列に並ぶ

③大気の状態が不安定
　　積乱雲が発達

②空気が上昇
　　雨雲発生

地図出典：
国土地理院

①暖かく湿った空気が流入

雨の強さと降り方

河川の増水による氾濫

■
梅
雨
入
り
・
梅
雨
明
け
時
期
と
、
気
象
庁

が
よ
く
言
葉
に
す
る
「
平
年
値
」

　
九
州
北
部
地
方
（
山
口
県
を
含
む
）
の
梅
雨
入

り
の
平
年
は
６
月
４
日
頃
、
梅
雨
明
け
は
７
月
19

日
頃
で
す
。

　
平
年
値
と
は
「
１
９
９
１
年
か
ら
２
０
２
０
年

ま
で
の
30
年
平
均
値
」
の
こ
と
で
10
年
ご
と
に
更

新
さ
れ
、次
は
２
０
３
１
年
に
新
し
い
平
年
値（
２

０
０
１
年
か
ら
２
０
３
０
年
ま
で
）と
な
り
ま
す
。

■
梅
雨
末
期
に
大
雨
と
な
り
や
す
い
の
は
？

　
梅
雨
の
末
期
は
、
太
平
洋
高
気
圧
が
次
第
に
勢

力
を
強
め
、
九
州
北
部
地
方
に
梅
雨
前
線
が
停
滞

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
太
平
洋
高
気
圧
の
縁
を
回
る
、
暖
か
く
湿
っ
た

空
気
が
梅
雨
前
線
に
向
か
っ
て
流
れ
込
み
、
前
線

の
活
動
が
活
発
と
な
り
大
雨
と
な
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
。

■
大
雨
時
は
、
河
川
の
氾
濫
に
注
意
！

　
１
時
間
あ
た
り
30
ミ
リ
以
上
の
雨（
激
し
い
雨
、

バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
雨
）
が
降
る

よ
う
な
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
河
川
の
周
辺
で
激
し
い
雨
や
非
常
に
激
し
い
雨

が
数
時
間
降
る
と
、
河
川
の
水
位
が
急
激
に
高
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
河
川
で
も
、
猛

烈
な
雨
が
降
る
と
氾
濫
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
い
る
場
所
で
雨
が
降
っ
て
い
な
く
て

も
、
河
川
の
上
流
で
激
し
い
雨
が
降
る
と
、
下
流

で
は
水
位
が
急
激
に
上
昇
し
、
危
険
な
状
況
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
大
雨
時
の
土
砂
災
害
の
危
険
性

　
総
降
水
量
が
２
０
０
ミ
リ
を
超
え
て
く
る
と
土

砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
砂
災
害
は
、
河
川
の
増
水
と
異
な
り
、
災
害

発
生
の
危
険
性
が
わ
か
り
づ
ら
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
梅
雨
の
時
期
は
、
雨
の
降
る
天
気
が
続
き
、
雨

水
が
地
中
に
溜
ま
り
、
地
盤
が
緩
み
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
崖
な
ど
に
、
一
時
的

に
強
い
雨
が
降
る
と
、
地
中
の
土
砂
が
崩
れ
や
す

く
な
り
、
が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し

ま
す
。
ま
た
、
渓
流
等
で
は
、
土
砂
が
一
気
に
流

れ
る
土
石
流
が
発
生
し
ま
す
。

※また、10以上20ミリ未満は「やや強い雨」、20以上30
ミリ未満は「強い雨」と表現します。

30以上～
50未満

非常に
激しい雨

激しい雨

猛烈な雨

1時間雨量
（ミリ）

人の受ける
イメージ

バケツをひっくり
返したように降る

道路が川の
ようになる

滝のように降る
（ゴーゴーと降り
続く）
息苦しくなるよう
な圧迫感がある
恐怖を感じる

水しぶきで
あたり一面
が白っぽく
なり、視界
が悪くなる

屋外の
様子予報用語

50以上～
80未満

80以上～

内水氾濫
排水能力を超える多量の
雨が降り、排水が追い付
かず土地や建物が水に浸
かる現象です。

外水氾濫
大雨によって、河川を流れ
る水が大幅に増え、堤防
が決壊したり、堤防から水
があふれ出す現象です。

特集

映像でわかりやすくご紹介する「ケーブルテレビの市報連動特集」も、ぜひご覧ください。
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令和5年7月の大雨の山国川
（出典：国土交通省九州地方整備局）

令和2年7月豪雨の被害
（出典：日田市）

令和5年7月10日9時の気象レーダー
　赤い楕円が「線状降水帯」

浸水キキクル
警戒レベル5
警戒レベル4
警戒レベル3
警戒レベル2
警戒レベル1

洪水キキクル

土砂キキクル

線状降水帯の代表的な発生メカニズムの模式図

■
大
雨
時
に
は
「
キ
キ
ク
ル
」
で
確
認
を
！

　
危
険
度
分
布
が
確
認
で
き
る
気
象
庁
Ｈ
Ｐ
の

「
キ
キ
ク
ル
」は
、大
雨
時
の
主
な
３
つ
の
災
害「
土

砂
災
害
」、「
浸
水
害
」、「
洪
水
災
害
」
の
危
険
度

を
５
段
階
で
色
分
け
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

地
図
上
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
（
左
の
図
は
、

令
和
５
年
７
月
10
日
９
時
の
キ
キ
ク
ル
）
す
る
も

の
で
す
。

　
災
害
か
ら
自
分
自
身
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
情
報
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
大
雨
を
降
ら
せ
る
線
状
降
水
帯

　
線
状
降
水
帯
と
は
、
次
々
と
発
生
す
る
発
達
し

た
雨
雲
（
積
乱
雲
）
が
列
を
な
し
、
数
時
間
に
わ

た
っ
て
ほ
ぼ
同
じ
場
所
を
通
過
ま
た
は
停
滞
す
る

こ
と
で
作
り
出
さ
れ
る
線
状
に
伸
び
る
長
さ
50
〜

３
０
０
㎞
程
度
、
幅
20
〜
50
㎞
程
度
の
強
い
降
水

域
を
い
い
ま
す 

。

　
線
状
降
水
帯
が
発
生
す
る
と
大
雨
に
よ
る
災
害

発
生
の
危
険
度
が
急
激

に
高
ま
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
７
月
10
日

に
は
大
分
県
北
部
・
西

部
に
か
け
て
線
状
降
水

帯
が
発
生
し
ま
し
た
。

■
近
年
発
生
し
た
梅
雨
時
期
の
災
害

　
近
年
発
生
し
た
大
分
県
で
の
大
雨
災
害
は
、「
令

和
２
年
７
月
豪
雨
」
と
令
和
５
年
の
７
月
７
日
か

ら
10
日
に
か
け
て
の
大
雨
が
あ
り
ま
す
。

キキクル
（気象庁ＨＰ）

※初回利用時は
地点登録が必要
です。
※危険度の情報
は10分ごとに
更新（最大3時
間先までを予測
した危険度）

①低層を中心に大量の暖かく
　湿った空気の流入が持続

②局地的な前線や地形などの影響で
　空気が持ち上がり雲が発生

線状の強い降水域

③大気の状態が不安定で湿
　潤な中で積乱雲が発達

④上空の風の影響で積乱雲
　や積乱雲群が線状に並ぶ

降水強度

80
50
30
20
10
5
1

mm/h

大雨災害発生の危険度が急激
に高まっている線状降水帯の
雨域（現在時刻の解析）
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問 総務課 25-6391

雨
の
降
り
方
の
変
化

減災対策　豪雨災害に備える

九州北部地方［アメダス］1時間降水量50ミリ以上の年間発生回数

■
最
近
、
大
雨
が
増
え
て
き
た
？

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
気
温
が
上
昇
し
、
大
気
中

の
空
気
が
含
む
こ
と
が
で
き
る
水
蒸
気
の
量
が
増

え
て
い
ま
す
。
空
気
中
の
水
蒸
気
が
増
え
る
と
、

一
度
に
降
る
雨
の
量
が
増
加
し
、
大
雨
が
降
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　
九
州
北
部
地
方
の
ア
メ
ダ
ス
観
測
地
点
で
み
る

と
、
１
時
間
降
水
量
50
ミ
リ
以
上
の
極
端
な
大
雨

の
年
間
発
生
回
数
に
は
増
加
傾
向
が
現
れ
て
い
ま

す
。
な
お
、
最
近
10
年
間
の
平
均
年
間
発
生
回
数

は
、統
計
期
間
の
最
初
の
10
年
間
と
比
べ
て
約
１
・

４
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
１
９
７
９
〜
１
９
８

８
年
平
均
で
約
０
・
３
６
回
が
、
２
０
１
４
〜
２

０
２
３
年
平
均
で
約
０
・
５
１
回
に
増
加
）。

■
豊
後
高
田
市
の
皆
さ
ん
へ

　
普
段
か
ら
、
身
の
回
り
の
危
険
な
場
所
や
、
避

難
場
所
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
実
際
に
歩
い
て
、
目
で
見
て
確
認
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

　
自
分
の
周
り
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
の
か

を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
ご
活
用
い
た
だ
く
防
災

気
象
情
報
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
気
象
台
で
は
、
大
雨
と
な
る
前
か
ら
危
険
度
の

高
ま
り
に
応
じ
て
段
階
的
に
情
報
を
発
表
し
ま
す
。

　
天
気
予
報
の
解
説
で「
大
気
の
状
態
が
不
安
定
」、

「
暖
か
く
湿
っ
た
空
気
」、「
激
し
い
雨
が
降
る
」
と

い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

見
聞
き
し
た
ら
積
極
的

に
防
災
気
象
情
報
を
入

手
し
、
今
回
説
明
し
た

キ
キ
ク
ル
な
ど
を
活
用

し
て
身
を
守
る
行
動
に

つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

短時間に大雨が降る 
ケースが増えている

特集

地球温暖化が進むと気温が上昇し、空気中
に含むことができる水蒸気の量は増える
✓ 傾くまでにかかる時間が長くなる
　 ➡雨の降る日が減る
✓ 傾いたときにこぼれる水の量が増える
　 ➡大雨が増える
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トレンド =0.06（回 /10年） 気象庁

『洪水ハザードマップ』『洪水ハザードマップ』
を活用ください！を活用ください！

　市報5月号と一緒に、新しくなった「洪水ハ
ザードマップ」を配布していますので、今回の
記事とともに、ご活用ください。

※

市
Ｈ
Ｐ
で
も

　
確
認
で
き
ま
す
。

統計開始10年間と最近10年間の比較では、統計開始10年間と最近10年間の比較では、
約1.4倍に増加！約1.4倍に増加！

映像でわかりやすくご紹介する「ケーブルテレビの市報連動特集」も、ぜひご覧ください。


